
こんな審査がされました

用
い
て
申
告
を
す
る
、
こ
の
３
点
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
制
度
が
あ
る
理
由
と
し

て
は
、
株
式
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る

と
い
う
意
味
で
、
課
税
方
式
を
選
択

す
る
こ
と
で
、
税
率
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
正

で
は
、
金
融
所
得
課
税
は
、
所
得
税

と
住
民
税
が
一
体
的
に
設
計
を
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
点
を

顧
み
た
も
の
で
、
改
正
後
は
、
所
得

税
の
申
告
方
式
を
住
民
税
に
も
反
映

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
２
９

５
７
万
３
千
円
が
、
議
案
と
し
て
上

程
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
。

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算 

第
１
号
に
お
け
る
執
行

残
、
４
３
１
１
万
５
千
円
を
留
保
し

た
分
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
速
や
か

に
こ
の
金
額
を
、
補
正
予
算
で
対
応

し
た
い
と
い
う
思
い
の
中
、
４
月
24

日
、
25
日
と
で
、
担
当
課
と
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
を
行
い
、
４
３
１
１
万
５
千

円
の
使
途
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。
一
度
は
こ
の
金
額
全
て
を
計
上

す
る
予
算
案
を
作
成
し
た
が
、
工
事

関
係
で
工
期
が
間
に
合
わ
な
い
も
の

が
１
件
あ
り
、
２
千
万
円
強
の
も
の

が
無
く
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
国
か
ら
５
月
２
日
に
届

い
た
通
知
に
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総

地
方
税
法
の
改
正
の
な
か
で
、

所
得
税
と
個
人
住
民
税
と
で
異
な
る

課
税
方
式
だ
っ
た
も
の
を
一
致
さ
せ

る
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
か
。

現
行
制
度
で
は
、
特
定
配
当
等

及
び
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に

つ
い
て
、
所
得
税
と
個
人
住
民
税
と

で
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
で
き
た

も
の
が
、
令
和
６
年
度
分
の
個
人
住

民
税
か
ら
は
、
所
得
税
の
課
税
方
式

と
一
致
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

現
時
点
で
は
、
所
得
税
と
住
民
税

の
申
告
内
容
が
選
択
で
き
る
。
具
体

的
に
は
、
分
離
課
税
方
式
で
申
告
を

す
る
、
総
合
課
税
方
式
で
申
告
を
す

る
、
あ
る
い
は
、
申
告
不
要
制
度
を

幸
手
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

 

（
議
案
第
25
号
）

総
務
常
任
委
員
会

問

問

答

答

合
緊
急
対
策
」
に
よ
る
限
度
額
が
示

さ
れ
、
こ
ち
ら
の
分
を
急
遽
編
成

し
、
取
り
急
ぎ
対
応
で
き
る
、
公
共

交
通
事
業
者
支
援
金
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
等
の
業
務
委

託
料
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助

金
、
学
校
給
食
物
価
高
騰
負
担
軽
減

補
助
金
で
あ
り
、
結
果
、
今
回
の
予

算
案
で
あ
る
２
９
５
７
万
３
千
円
が

補
正
予
算
に
計
上
と
な
っ
た
。

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

（
議
案
第
28
号
）
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久
喜
市
の
南
栗
橋
12
丁
目
と
鷲

宮
6
丁
目
の
一
部
の
変
更
で
あ
る
が
、
地

図
で
見
る
と
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
面
積
が
広
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

面
積
が
広
が
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
区
域
内
の
久
喜
市
で
行

わ
れ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地

処
分
が
終
わ
り
、
新
た
な
ま
ち
の
名

称
や
区
域
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に

伴
っ
て
、変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
交
通
事
業
者
支
援
金
１
５

８
万
円
の
内
容
は
。

こんな審査がされました

物
価
高
騰
・
原
油
高
へ
の
対
応

と
し
て
、
路
線
バ
ス
会
社
１
社
に
対

し
バ
ス
１
台
５
万
円
で
16
台
分
、
市

内
タ
ク
シ
ー
会
社
２
社
に
対
し
タ
ク

シ
ー
１
台
２
万
円
で
39
台
分
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
。

衛
生
費
の
自
宅
療
養
者
支
援
物

資
配
送
業
務
委
託
料
５
３
６
万
３
千

円
の
内
容
お
よ
び
配
送
料
の
単
価
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

さ
れ
た
方
が
自
宅
療
養
を
さ
れ
る
と

き
に
、
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
を
配

送
す
る
業
務
を
委
託
す
る
。

　

時
間
で
の
単
価
契
約
で
、
軽
車
両

１
台
に
つ
き
、
３
時
間
ま
で
は
１
万

５
千
円
、
４
時
間
ま
で
は
１
万
９
千

円
、
９
時
間
ま
で
は
３
万
２
千
円
と

な
り
、
配
送
件
数
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

時
間
当
た
り
８
件
ま
で
、
12
件
ま

で
、
25
件
ま
で
と
な
る
。

　

今
年
１
月
か
ら
３
月
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
流
行
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
そ

の
状
況
が
年
度
末
ま
で
続
く
と
想
定

し
て
委
託
料
を
計
上
し
た
。

学
校
給
食
物
価
高
騰
負
担
軽
減

補
助
金
３
６
３
万
円
の
算
出
根
拠
は
。

先
日
、
消
費
者
物
価
指
数
が
発

表
さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
と
令
和
４

年
４
月
を
比
べ
る
と
2.5
％
の
上
昇
と

な
っ
て
い
る
が
、
積
算
に
当
た
っ
て

参
考
に
し
た
数
字
は
、
牛
乳
が
令
和

３
年
４
月
か
ら
10
月
の
単
価
が
53
・

13
円
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
10
月
が

53
・
49
円
で
０
・
36
円
の
上
昇
。
食

パ
ン
も
同
じ
よ
う
に
令
和
３
年
と
４

年
を
比
べ
る
と
２
・
31
円
上
が
っ
て

お
り
、
合
計
で
約
３
円
値
上
げ
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
調
理
で
使
う
油
が
約
３
円

上
が
っ
て
お
り
、
合
計
で
６
円
と

な
る
こ
と
か

ら
、
１
食
あ

た
り
６
円
と

算
出
し
、
月

１
０
０
円
で

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問問

問

答

答答

利
根
川
栗
橋
流
域
水
防
事
務

組
合
の
規
約
変
更
に
つ
い
て 

（
議
案
第
26
号
）

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

（
議
案
第
28
号
）

11
か
月
分
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

他
の
食
材
の
物
価
高
騰
に
も
十

分
間
に
合
う
と
の
考
え
か
。
ま
た
、

現
場
栄
養
士
の
声
は
。

現
場
栄
養
士
か
ら
は
昨
年
中
か

ら
食
材
調
達
が
厳
し
い
と
の
話
を
聞

い
て
お
り
給
食
費
改
定
を
検
討
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
物
価
高
騰
対

応
臨
時
交
付
金
で
対
応
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
。　

　

今
回
の
計
上
に
当
た
っ
て
は
、
現

場
栄
養
士
の
声
も
反
映
し
、
３
６
３

万
円
を
必
要
な
額
と
し
て
い
ち
早
く

対
応
し
た
。

問

問

答

答
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こんな審査がされました

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
金

は
、
当
初
予
算
な
ら
び
に
補
正
予

算
第
１
号
と
第
３
号
を
合
わ
せ
て

７
０
０
万
円
に
な
る
が
、
４
月
に
実
施

さ
れ
た
、
１
回
目
の
受
付
件
数
と
抽

選
の
結
果
、
何
件
の
方
が
事
業
対
象

に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、
補
助
交
付
金

額
の
ト
ー
タ
ル
金
額
は
。

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

（
議
案
第
28
号
）

　
定
例
会
・
臨
時
会

　
議
会
は
い
つ
も
開
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
定
期
ま
た
は
臨
時
に
、
あ

る
一
定
期
間
だ
け
開
か
れ
ま
す
。
前
者

を
定
例
会
、
後
者
を
臨
時
会
と
言
い
ま

す
。
本
市
議
会
の
定
例
会
は
、
年
４

回
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
に
開

か
れ
ま
す
。

　
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会
は
、
議
会
に
常
に
置
か

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
の
運
営

を
能
率
よ
く
行
う
た
め
に
、
議
事
の
順

序
や
発
言
の
取
り
扱
い
な
ど
を
決
め
る

機
関
で
す
。

　
特
別
委
員
会

　
特
別
委
員
会
は
、
必
要
な
と
き
に
特

別
に
設
け
ら
れ
る
委
員
会
で
、
そ
の
問

題
の
調
査
・
審
査
が
終
わ
れ
ば
消
滅
し

ま
す
。

　
会
派
代
表
者
会
議

　
本
会
議
・
委
員
会
が
円
滑
に
運
ぶ
よ
う

に
各
会
派
の
連
絡
、
調
整
お
よ
び
協
議
を

行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
会
議

　
本
会
議
は
、
議
案
な
ど
を
審
議
し
、

議
会
の
最
終
的
意
思
を
決
定
す
る
会
議

で
す
。
こ
こ
で
は
、
市
長
が
提
出
し
た

議
案
に
つ
い
て
の
説
明(

提
案
説
明)

が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
議
員
は
、
質

疑
、
討
論
を
し
、
賛
成
・
反
対
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

を
行
う
権
利
が
定
例
会
だ
け
に
認
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
議
は
公
開
が
原
則
で
、
自
由
に

傍
聴
で
き
ま
す
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

問

答

　

全
国
市
議
会
議
長
会
、
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
の
総
会
に
お
い
て
、「
武
藤
壽
男
議
員
が

特
別
表
彰(

議
員
在
任
25
年
以
上)｣

を
、ま
た
、

「
宮
杉
勝
男
議
員
が
、
一
般
表
彰(

正
副
議
長

在
任
4
年
以
上)｣

を
受
け
ま
し
た
。

前
期
の
受
付
に
つ
い
て
は
、
４

月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
の
５
日
間
で

あ
り
、
68
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

　

抽
選
の
結
果
、
50
件
の
方
が
補

助
対
象
と
な
っ
た
。
ま
た
、
補
助

交
付
金
額
に
つ
い
て
は
、
50
件
で

３
４
５
万
2
千
円
と
な
っ
た
。

れ
て
い
る
委
員
会
で
、
条
例
や
予
算
な
ど

の
議
案
や
請
願
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
幸
手
市
議
会
に
は
、
総
務
・
文
教
厚

生
・
建
設
経
済
の
３
つ
の
常
任
委
員
会

が
あ
り
、
議
員
は
い
ず
れ
か
２
つ
の
委

員
会
の
委
員
に
な
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
委
員
の
任
期
は
、
条

例
に
よ
り
２
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幸
手
市
議
会
の
運
営
方
法
や
組
織
編
成
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
私
た
ち
議
員
も
様
々
な
変

化
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
議
員
は
市
民
の

た
め
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
市
議
会
議
員
が
普
段
ど
の
よ
う
な
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
の

か
、
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

表

彰
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